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熊本地震における支援等の状況報告について（7号） 

 

4月25日月曜日の報告をします。 

支援協力頂いたのは、たまきな荘より藤井さん・岩井さん・平川さん、千歳療護園より、

谷さん、梅木さん、稲田さん、慈久園より田中さん、松尾さん、菊池園より月俣さん・酒

井さん、けやきより岡さん・和田さん、陽だまりの里より藤井さん・入部さんです。大変

お世話になりました。 

 

4/25 くすのき園（宇城市松橋町）  ← けやき（愛隣館経由・山口県・京都府等物資） 

4/25 高層マンション高齢者グループ（熊本市中央区）← 愛隣館・たまきな荘・千歳療護園・慈久園 

菊池園（全国からの水） 

4/25 かぼちゃクラブ（医療的ケア児短期入所）第２次 ← 陽だまりの里（愛隣館経由・全国オムツ 

SSサイズ） 

4/25 能力開発センター 第5次 ← 愛隣館 

 

【現状について】 

① 今日は、断水、かつエレベーターが止まったままの12階建てマンションで、高齢者、障

害者が困窮していることへの運搬支援を行い、住民の人達が涙を流して感謝されました。

熊本市の避難所にはマンションの住民が相当な数でおられると聞きます。水道復旧のニ

ュースで避難先からマンション等に帰った人達も、水圧が上がらない、貯水槽の損壊と

いう事態の中にいます。 

 

② たくさん届けて下さったオムツの中から、ニーズの大人SSサイズをさがしましたが見つ

からず、子ども用Ｌでも代用できるとのことで、いくつか用意し、医療的ケア用チュー

ブ類と共にかぼちゃクラブに届けました。熊本市の福祉避難所として、受け入れを始め

られた能力開発センター（現在10人）のニーズ、使い捨て食器はすぐに用意できました。

ピンポイントニーズへの物資等供給がこれからの目標です。 

 

③ 人的支援ニーズがあります。特に被災しながら福祉避難所として機能するためには極め

て重要です。上記の能開センター吉田施設長とも今日話し合いました。 

当方が支援拠点として動けているのも、申し出て頂いた人的支援と全国協議会の後方支



援のおかげです。 

④ 厚労省－県から「他県からの応援職員を派遣する予定」として「社会福祉施設の介護職

員等の不足について」照会が来ております。建物・設備が危険な状態にある施設の、新

たに人を受け入れる不安をはじめ、支援を受ける施設の方に応援職員の宿泊の心配等が

あるかもしれません。しかし、県内施設が支援できる幅（容量）が確実に拡がり、それ

を今地域から求められています。支援を受けながら、支援する考え方で1人でも多く避

難者を受け入れることができればと思います。 

ベッドの供給支援の検討が民間でなされています。私たちは限られたスペースを工夫し

て、非常事態を現入居者に理解して頂き、職員の負担を人的支援で減らせるように努め

たいと考えます。 

 

⑤ 厚労省障害福祉課より、この状況報告（3号）でお尋ねした2点についてメールにて考え

方をお示し頂きました。迅速なご対応に心より感謝します。 

 

状況報告３での質問について、 

・発達障害のある小学生、兄、母、祖母で、発達障害のない家族と一緒に福祉避難所に、

という件ですが、内閣府の福祉避難所のガイドラインでは、「家族まで含めて差し支えな

い」とされていますので、さらに問題があるようであれば、内閣府につなぎますので、お

っしゃってください。 

「福祉避難所の確保・運営ガイドライン（平成２８年４月）内閣府（防災担当）」Ｐ３ 

１．１．３ 福祉避難所の利用の対象となる者に「その家族まで含めて差し支えない」と

あります。 

 

・グループホームの２、３階部分が半壊。１階と就労Ａの余裕部分を使い２人部屋の状況

で暮らしているが、これを GH として当面認めて欲しいとの件についてですが、建物として

立ち入りが制限されていないことは、当然、前提ですが、東日本大震災においては、Q&A

で、避難先において継続して提供できていると判断できれば請求可能とする取り扱いとし

ています。 

同様の Q＆Aは準備中ですので、基本同様に請求可能ということを示す予定です。 

 

※Ｑ＆Ａが発出されましたら、すぐにこの状況報告にも載せてまいります。 

 

⑥ 25日午後熊本県身体障害者福祉センターにて、来熊のJDF(日本障害フォーラム)の皆さ

んとKDF(熊本障害フォーラム)加盟団体（本会も加盟）、その他障害関係団体、並びに行

政も参加して意見交換会がありました。「被災地障害者支援センターくまもと」が立ち

上がっています。避難所から来た方々もおられ、仲間との再会が何より嬉しいことでし

た。 

 

障害者支援施設愛隣館 

TEL：0968-43-2771 

FAX：0968-43-2793 
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